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新大分発電所の概要 

 
 
 
 
 
 
 

 
新大分発電所複合発電（コンバインドサイクル）の仕組み 
 
コンバインドサイクル発電方式とは、ガスタービンと蒸気タービンを組み合わせ

た発電設備です。 
燃焼器でクリーンな天然ガスを燃やし、その高温の燃焼ガスの力でガスタービン

を回して発電します。 
さらに、ガスタービンから排出される高温ガスを排熱回収ボイラーで回収し、高

温高圧の蒸気を発生させ、蒸気タービンを回して発電します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　　　蒸気　 　  　　　冷却水・温排水

　　　　排ガス 　  　　　天然ガス

　　　　給水

凡　　　　例

天然ガス

屋外変電所

排熱回収

ボイラー

蒸気

タービン

タービン建屋

給水

排ガス

     煙突

冷却水

復水器

発電機 ガスタービン

蒸気

送電線

脱硝装置

温排水

既 設

今回増設

合 計 ２７７．５万ｋＷ

運 転 開 始 平成３年６月
平成6年2月(43.5万kW)
平成7年2月(43.5万kW)

既設：平成１０年７月
増設：平成２８年７月
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